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１ 概要 

  肝炎ウイルス陽性者をフォローアップにより早期治療に繋げ、ウイルス性肝炎患者等の重症化予防

を図ることを目的とした「広島県肝疾患患者フォローアップシステム事業」（以下「FUS」という。）の

課題を解決するために、運用方法を見直す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題 

 ⑴ 状況未確認者の存在 

   FUS登録者のうち，48.8％が３年以上受診状況を把握できていない（３年以上受診調査票未提出か

つ３年以上保健指導実施機関から連絡を行っていない）。 

   ※ R5.1.5現在 登録者 2,700人 内状況を把握できていない者 1,318人 

 
 ⑵ B型肝炎核酸アナログ製剤治療受給者に対する FUSとの連携不足 

   肝炎治療受給者証を持っている人は継続して治療を行っているが、FUSの更新登録を行わない人が

多いため、FUSで受診状況を把握できていない。 

 ⑶ 新規登録者数の減少 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 

登録者数 109 840 613 661 348 195 163 132 82 

 

３ 解決策（案） 

 ⑴ 状況未確認者の存在 

  ア FUS登録者から受診状況報告ができる仕組みづくり 
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資料２ 



    更新登録が行われず、受診状況等の確認ができていない理由として、次の３点が考えられる。 

    ① 受診時に受診調査票を持参していない 

    ② FUS委託医療機関以外の医療機関を受診している 

    ③ 受診していない 

    FUSは登録者を医療機関への受診につなげることを目的としているため、すでに医療機関を受診

している①および②については、FUS登録者からの受診状況報告により確認する。 

    方法として、令和５年度は年１回送付している FUS 更新登録案内に二次元バーコードを付し、

FUS登録者からの受診状況報告を可能とする。 

    あわせて、専門医療機関に対して FUS 事業の委託契約を締結いただくよう引き続き働きかけを

行う。 

   各年度末広島県内 FUS事業委託契約受託医療機関数（平成 30年度以降） ※R05 は８月末時点 

年度 H30 R01 R02 R03 R04 R05 

FUS医療機関数 101 101 99 96 95 99 

専門医療機関数 142 145 146 148 152 158 

  イ 市町への FUS登録者の情報提供方法の改善 

    市区町ごとの FUS登録者数・割合は別表１・２のとおり。３年以上受診状況を把握できていない

者を示した FUS登録者一覧表を送付し、優先して保健指導の実施をお願いする。 

   ※ 一覧表で共有する項目（案） 

    1 患者 ID 2 患者氏名 3 かな氏名 4 郵便番号 5 住所 6 電話番号 7 携帯電話番号 8 生年月

日 9 年齢 10 性別 11 肝炎ウイルス検査・陽性種類 12 最終確認年度 13 初診時・診断結果年

月日 14 初診時・診断結果 15 直近・診断結果年月日 16直近・診断結果 17 治療内容 18 核酸

アナログ製剤治療受給者証の有無 19 保健指導年月日 20 保健指導方法 21 保健指導未受診理

由 22 保健指導内容 23 専門医療機関調査票記載年月日 24 専門医療機関名 25 専門医療機関

所在地 の計 25項目 

 ⑵ B型肝炎核酸アナログ製剤治療受給者に対する FUSとの連携不足 

   B 型肝炎核酸アナログ製剤治療受給者は継続治療をしているため、「継続受診を行っている者」と

して取扱い、受診状況確認済とする。 

   また、FUSと肝炎医療費助成システムを連携させ、対象者を適切に把握する。 

 ⑶ 新規登録者数の減少 

  ア 自治体検査で陽性と判明した者への初回精密検査費用助成の案内の徹底 

    初回精密検査の助成を最大限活用し、自治体検査で陽性と判定された者には必ず初回精密検査

助成を案内することを徹底するとともに、妊婦健診、職域健診、手術前検査の新たに助成対象とな

った先への案内を継続して行う。 

  イ C型肝炎ウイルス治療後の者への定期検査費用助成の案内を実施 

    抗ウイルス療法による肝炎ウイルス排除後の肝がんを早期発見し，早期の治療介入につなげる

ため，C型肝炎治療（インターフェロンフリー）の新規申請時に，フォローアップシステムへの登

録勧奨を可能な範囲で案内する。 

  



（別表１）市区町別 FUS登録者数（人） 

全体
３年以内に

確認できている
３年以上

確認できていない

中区 181 88 93

東区 157 79 78

南区 269 128 141

西区 206 106 100

安佐南区 198 106 92

安佐北区 143 71 72

安芸区 123 61 62

佐伯区 150 68 82

呉市 120 58 62

竹原市 20 9 11

三原市 84 45 39

尾道市 117 63 54

福山市 221 116 105

府中市 25 13 12

三次市 22 11 11

庄原市 9 4 5

大竹市 15 15 0

東広島市 300 151 149

廿日市市 67 36 31

安芸高田市 17 12 5

江田島市 17 11 6

府中町 97 51 46

海田町 47 25 22

熊野町 23 14 9

坂町 9 6 3

安芸太田町 5 4 1

北広島町 24 13 11

豊田郡 大崎上島町 9 5 4

世羅郡 世羅町 17 5 12

神石郡 神石高原町 8 8 0

合計 2,700 1,382 1,318

広島市

安芸郡

山県郡

  



（別表２）市区町別 FUS登録者割合（％） 

３年以内に
確認できている

３年以上
確認できていない

中区 48.6% 51.4%

東区 50.3% 49.7%

南区 47.6% 52.4%

西区 51.5% 48.5%

安佐南区 53.5% 46.5%

安佐北区 49.7% 50.3%

安芸区 49.6% 50.4%

佐伯区 45.3% 54.7%

呉市 48.3% 51.7%

竹原市 45.0% 55.0%

三原市 53.6% 46.4%

尾道市 53.8% 46.2%

福山市 52.5% 47.5%

府中市 52.0% 48.0%

三次市 50.0% 50.0%

庄原市 44.4% 55.6%

大竹市 100.0% 0.0%

東広島市 50.3% 49.7%

廿日市市 53.7% 46.3%

安芸高田市 70.6% 29.4%

江田島市 64.7% 35.3%

府中町 52.6% 47.4%

海田町 53.2% 46.8%

熊野町 60.9% 39.1%

坂町 66.7% 33.3%

安芸太田町 80.0% 20.0%

北広島町 54.2% 45.8%

豊田郡 大崎上島町 55.6% 44.4%

世羅郡 世羅町 29.4% 70.6%

神石郡 神石高原町 100.0% 0.0%

合計 51.2% 48.8%

広島市

安芸郡

山県郡

 


